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「反省的実践家としての保育士」の専門的力量向上を目指した
ワークショップの開発と試行

A Trial of a Workshop to Improve Professional Development of 

Nursery Teachers as Reflective Practitioners

（2019年３月29日受理）
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１．研 究 の 目 的

　2017年３月に厚生労働省から出された「保育所保育指

針」には，「第５章　職員の資質向上」として，一章を

割いて保育所職員の専門性の向上について述べられてい

る１)。更に，同年12月に出された保育士養成課程等の検

討会による「保育士養成課程等の見直しについて（検討

の整理）」では，見直しの方向性の一つとして，「保育者

としての資質・専門性の向上」が挙げられている２)。こ

のように，保育士の専門的力量向上の必要性が高まって

きているが，これは現職のみならず養成段階においても

同様なことは言うまでもない。これまでに，筆者らは，

反省的実践家としての小学校教員の養成を目指し，専門

性を向上させる指導方略について検討してきた。ところ

が，「反省的実践家としての保育士」については，まだ

十分に検討できていなかった。そこで，本研究では，次

の３点を目的として研究を進める。

（１）教師教育に関する学会に参加し，国際的な文脈で

の教師教育の動向を探るとともに，国内における法

令の改正，先行研究等から，「反省的実践家として

の保育士」の専門的力量を規定する。

（２）保育士養成課程をもつＣ大学の授業で行われたグ

ループワークのまとめについて，「反省的実践家と

しての保育士」の専門的力量の観点から分析し，実

習生による省察の実相を明らかにする。

（３）先行研究で得られた知見を援用しつつ，「反省的

実践家としての保育士」の専門的力量の向上を目指

したワークショップを開発し試行する。
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要　　　　　約

　保育士の専門的力量向上の必要性は現職のみならず養成段階においても高まってきている。本研究においては，次の

３点を目的とした。第一に，「反省的実践家としての保育士」の専門的力量を規定すること。第二に，保育士養成課程

をもつＣ大学で行われたグループワークのまとめについて，「反省的実践家としての保育士」の専門的力量の観点から

分析し，実習生による省察の実相を明らかにすること。第三に，「反省的実践家としての保育士」の専門的力量の向上

を目指したワークショップを開発し，試行すること。研究の結果，第一の目的については，「保育所実習において，方

向目標となる資質・能力・子ども像を育むために，省察を通して獲得した実践的知識である」と規定した。第二の目的

については，グループワークのまとめの中に，保育所実習を通して獲得した実践的知識が顕在化していることを明らか

にした。第三の目的については，開発したワークショップをＣ大学において試行し，ワークショップは実習生一人一人

の省察の過程を整理し，実践的知識の獲得を支援できることを明らかにした。
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２．「反省的実践家としての保育士」の専門

的力量

　本項においては，教師教育に関する動向や法令の改正，

先行研究等を略叙し，「反省的実践家としての保育士」

の専門的力量を規定する。

（１）ユネスコの動向

　2015年に発刊した『教育を再考する(Rethinking 

Education)』は，今後の教育の基本原則である人間主義

的アプローチを描き出している。特に幼児教育は世界的

に，将来の学習機会や人生のチャンスのために重要であ

るという認識が高まっている。そして，教育への人間主

義的アプローチを実現する上で，教師による自律的な研

修と専門的力量向上の必要性を指摘している３)。また，

Education 2030へ向けた『教員政策開発ガイド(Teacher 

Policy Development Guide)』には，教員の採用から研修・

処遇・制度に関する政策について述べられており，その

中で，養成段階においては，反省的実践家としての教師

を目指すことが示されている４)。

（２）国内の法令改正

　2017年には，保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保

連携型認定こども園・保育要領の３法令が改訂され，保

育所も幼児教育施設であると位置付けられた。更に，３

歳以上の子どもには共通の幼児教育行われるようになっ

たことから，「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，

表現力等の基礎」「学びに向かう力，人間性等」の三つ

の柱に沿った「育みたい資質・能力」が明確になり，加

えて，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿)」

も提示された５)。つまり，保育士には，方向目標として

示された資質・能力・子ども像を育む力量が求められる

ことになる。

（３）ショーンの反省的実践家モデル

　ショーン（1983）は，都市工学，建築学，精神分析，

経営コンサルタントなどの専門職の事例研究により，従

来の専門家像を，専門的知識や科学技術を合理的に適用

した「技術的熟達者」に代わって，省察を基底とする「反

省的実践家」モデルを提示した６)。この反省的実践家モ

デルを教師教育に適用し，佐藤 (1993)は，教師の専門

的力量を「問題状況に主体的に関与して子どもとの生き

た関係をとり結び，省察と熟考により問題を表象し解決

策を選択し，判断する実践的見識 (practical wisdom) 

に求める」と規定している７)。佐藤のいう実践的見識

とは，実践知あるいは実践的知識と同様のものである。

ショーンは，行為と思考の関係のあり方としての「行為

過程における省察」（reflection-in-action）と「行為に

ついての省察」（reflection-on-action）という概念を提

示している８)。「行為過程における省察」とは，状況と

対話しながら瞬時的に思考し，判断し，行動することで

あり，「行為についての省察」とは，行為後に意識的に

その行為を思考することである。

（４）「反省的実践家としての保育士」の専門的力量

　反省的実践家の力量は，臨床における問題解決を通し

て向上することから，養成段階においては，保育所実習

が力量形成の中核となる。したがって，本研究において

は，「反省的実践家としての保育士」の専門的力量とは，

「保育所実習において，方向目標となる資質・能力・子

ども像を育むために，省察を通して獲得した実践的知識

である」と規定する。

３．グループワークのまとめの分析

　本項においては，保育士養成課程をもつＣ大学の授業

で行われたグループワークのまとめについて，先に規定

した「反省的実践家としての保育士」の専門的力量の観

点から分析し，実習生の省察に関する実相を明らかにす

る。

（１）グループワークの概要

　岡山市にあるＣ大学の2018年度前期「保育所実習研究」

の授業において，５～６月に20日間の保育所実習を経験

した実習生60名（２年次生54名，３年次生６名）を対象

として，保育所実習での学びについての振り返りが行わ

れた。手順としては，まず，専用のワークシートにエピ

ソードを記述し，その記述を基にして個人で振り返りを

行った。次に，記述の内容に基づいて「健康」「人間関係」「環

境」「言葉」「表現」の５領域と「乳児保育」の中から一

つあるいは二つの領域に分類したところ，13のグループ

に分類されたので，実習生も13のグループに分かれた。

次に，各グループでそれぞれの領域のねらいに沿って話

し合いを行い，「保育所実習を終えて」と題するグルー

プワークのまとめを模造紙に書いて発表した。（図１）
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（２）分析の方法

　実習生は，保育所実習における保育の中で，問題事象

に直面し，状況と対話しながら問題を解決しようとして

いる。そして，保育実習後に，グループワークでの話し

合いを通して保育所実習における問題解決について省察

している。従って，「保育所実習を終えて」の模造紙に

まとめた記述に実践的知識が表出しているのではないか

と考えた。そこで，次に示す３つの規準を設定し，筆者

らの間で検討した。

①　領域のねらいに対応したまとめが記述されているか。

②　保育実習中に直面した問題場面が記述されているか。

③　まとめの記述は，実践的知識として適当か。

（３）結果と考察

①　領域のねらいに対応したまとめが記述されているか。

・全てのグループがねらいに対応したまとめを記述して

いた。

②　保育実習中に直面した問題場面が記述されているか。

・図１に示した模造紙には実習中に直面した具体的な場

面が記述されているが，全体的には具体的な場面の記

述は少なかった。

③　まとめの記述は，実践的知識として適当か。

・一般的で凡庸なまとめが多かったが，保育所実習を通

して獲得した実践的知識が実習生なりの言葉で記述さ

れていた。

　全てのグループが領域のねらいに対応したまとめを記

述しており，方向目標となる資質・能力・子ども像を意

識していることが分かる。一方，まとめの記述は，一般

的で凡庸なものであったが，実習生が直面した問題の解

決を通して得られた実践的知識と言えるものがほとんど

であった。このことから，実習生は保育所での経験を通

して実践的知識を獲得したことがうかがえる。

　このように，グループワークのまとめには，実習生が

獲得した実践的知識が顕在化していることが明らかに

なった。このグループワークでは，専用のワークシート

にエピソードを記述し，その記述を基にして個人で振り

返りを行った後に，グループでの話し合いに移行してい

る。各個人で省察した段階においても獲得した実践的知

識があったと考えられるが，どのような省察の過程を経

て実践的知識を獲得しているか検討ができなかった。そ

こで，次項においては，実習生各個人による省察を支援

するワークショップを開発する。

４．ワークショップの開発と試行

　本項においては，先行研究で得られた知見を援用しつ

つ，実習生各個人による省察を支援するワークショップ

を開発する。

（１）先行研究

　佐々木(2015)は，小学校教育実習生が記述した実習

日誌を分析し，省察について検討してきた９)。更に，

Sasaki(2018)は，実習での経験を通して獲得した実践的

知識を実習生自身が自覚することが必要であると考え，

実習生が実践的知識を実習日誌の中から見出すのを支援

するため，ワークシートを用いた手続きを開発した10)。

それは，ショーンの省察概念に基づき，学習指導（授業）

の場面を特定し，「問題事象」「行為過程における省察」

「行為についての省察」「実践的知識」の４ステップに沿っ

てワークシートに記入する手続きである。実際にこの手

続きを用いて，小学校教育実習生がワークシートに記述

した結果，実習生は効果的に自ら獲得した実践的知識を

見出すことができた。したがって，開発するワークショッ

プにも，このワークシートを修正して用いることとした。

図１　グループワークのまとめ
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（２）ワークシート

　実習生が自ら獲得した実践的知識を見出すのを支援す

るため，図２に示すワークシートを用意した。つまり，

ワークシートの中に，実習生が個人で次の段階をたどり

ながら省察を行うことになる。はじめに，実習生が直面

した問題事象を明示する。同時に，方向目標として示さ

れた資質・能力・子ども像などとの関連を示す。次に，

「行為過程における省察」として，自分なりに，「こうす

ればよいのではないかと思いやってみた」，そして，「そ

の結果，こうなった」という帰結を記述する。次に，「行

為についての省察」として，問題事象に対峙したことを

振り返り，事後の省察をする。最後に，それらの過程を

通して，自分が獲得した考えや認識を「実践的知識」と

して記述する。

図２　ワークシート

（３）ワークショップ

　ワークシップの流れとしては，次のようになる。

①　ファシリテータが実習生にワークシートを配付し，

どのように記述するかを説明する。

②　実習生は自分の保育所実習日誌を読み返しながら，

ワークシートに記述する。

③　小グループになり，獲得した実践的知識を発表し，

共有する。

（４）評価の方法

　次に示す２つの規準を設け，筆者らの間で検討する。

①　保育実習中に直面した問題事象は領域のねらいに対

応しているか。

・領域のねらいに対応した，実現したい子どもの姿を想

定できているかどうか検討する。

②　「行為過程における省察」と「行為についての省察」

を通して実践的知識を獲得しているか。

・問題解決を図ろうとして何らかの仮説を設定し，その

仮説を実践した結果について省察することを通して実

践的知識を獲得しているかどうか検討する。

（５）ワークショップの試行

　岡山市にあるＣ大学３年次生５名を対象に，開発した

ワークショップを2019年２月に試行した。対象となる５

名の大学生は前年に保育所実習を経験している。

　ファシリテータを筆者の一人が務めた。冒頭で趣旨説

明とワークショップの流れを説明した後，実習生は保育

所実習日誌を読み返しながらワークシートに省察を記入

していった。保育所実習から約１年が経過しており，や

や記憶を紐解くのに時間を要した様子であったが，５人

全員が30分程度でワークシートに記入することができ

た。その後，Ａ３版の用紙に，各自で問題事象と獲得し

た実践的知識をフェルトペンで記入し，発表を行った。

（６）結果と考察

　２つの評価の観点に沿って，共同研究者の間で実習生

５人（Ａ～Ｅ）の記述したワークシートの記述（表１）

について検討した。 

①　保育実習中に直面した問題事象は領域のねらいに対

応しているか。

　実習生Ａは，「（子どもが）自分からしたいと思うこと

が言える」姿を想定した上で，「ろう下で立ち止まって

歩こうとしない」子どもの状態を問題事象として捉えて

いる。実習生Ｂは，「見立て遊びをして，様々な表現を

楽しむ姿」を想定し，「表現を楽しむ姿は見られなかっ

た」ことを問題事象として上げている。また，実習生Ｃ

は，たたかれた「友達の気持ちを考えること」ができる姿，

実習生Ｄは「水を怖がらずに，楽しく遊びに参加する姿」，

実習生Ｅは，いやなことを「自分がされたらどう思うか」

考えられる姿を想定している。いずれの実習生も概ね領

域のねらいに対応しているものになっていると言える。
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②　「行為過程における省察」と「行為についての省察」

を通して実践的知識を獲得しているか。

　実習生Ａは，「行為過程における省察」において，「安

心し，楽しんでほしい」という願いから，「手をつない

でいく？」と声を掛けること，更に日頃からこのクラス

では歌を歌っているので，「さんぽ」を歌って誘うのが

いいのではないかと仮説を立て，実際にやってみて，子

どもは移動できるようになったことを確かめている。こ

のことから「（保育士が）一人一人の状況を考えて，発言，

行動すること」の大切さを実践的知識として獲得してい

る。実習生Ｂは，「行為過程における省察」において，「水

みたいだね」「雨みたいだね」と声を掛けることで子ど

もたちがイメージしやすくなるのではないかと仮説を立

てて，実際にやってみた結果について，小道具を使った

り，何に見えるか尋ねたりすることも有効であると気付

いている。実習生Ｃは，「行為過程における省察」にお

いて，「友達をたたいてしまうことは良くないことなの

で，しっかり伝えていく必要がある」と考え，「まずは，

表１　ワークシートの記述

ＥＤＣＢＡ

１才児 ２才児 ３才児 ３才児 ５才児

表現 表現 人間関係・言葉・環境 環境 人間関係・言葉・環境

保育室を移動する時に，
ろう下で立ち止まって歩こ
うとしない人がいた。

新聞遊びの時，破る，丸
める，投げることを楽しむ
姿は見られたが，ねらいで
ある，見立て遊びをして，
様々な表現を楽しむ姿は
見られなかった。

園生活の中で，一人の女
の子が自分の嫌なことが
起こると，すぐに友達をた
たいてしまう場面があっ
た。

外遊びで水遊びをしてい
る時，水が苦手で水遊び
に参加しない子がいたり，
水に触れたら泣きだしてし
まう子がいた。

カヌーの時間に子どもが
前，私が後ろで２人乗りの
カヌーへ乗った。２人で協
力してこいでいると，パド
ルについている水草やゴ
ミを後ろに座っている私に
投げてきた。

家庭環境から，さみしい思
いをしていること，他の友
達が先に行ってしまったこ
と，なかなか気持ちを表に
出すことが苦手であること
から，安心し，楽しんでほ
しいと思い，手をつないで
いく？と声をかけ，「さん
ぽ」を歌うと，一緒に移動
することができた。（毎日，
何かしら歌うことがあるクラ
スだった）

子どもたちの身近な物に
例えて，「水みたいだね」
「雨みたいだね」と声を掛
けることで子どもたちがイ
メージしやすく水に見立て
て楽しく遊ぶことができる
のではないか。

友達をたたいてしまうこと
は良くないので，しっかり
伝えていく必要があると思
う。また，たたかれた友達
の気持ちを考えることがで
きるように声を掛けていく
ことが大切だと思う。
そこで，まずは友達をたた
くことは良くないことだと伝
え，友達の気持ちを考え
ることができるように声を
掛け，このような時はどう
すれば良かったかを子ど
もに問いかけた。

部分指導で，水遊びをす
る時，どうしたら全員が水
を怖がらず楽しく遊びに
参加してくれるのか考え
た。考えた結果，水を直接
触れるのではなく，間接的
に徐々にふれていったら
怖がらず水に触れることが
できるのではないか。
そこで，ビニール袋に水を
入れてくくった水のお手玉
をつくった。間接的にする
ことで水の冷たさややわら
かさを感じ水に対しての安
心感をもち，水を怖がらず
水遊びに参加することが
できる。

普段なかなか乗ることがな
いカヌーに乗って気分が
高まりついパドルについた
水草を投げたくなったの
ではないか。そこで，私は
水草を投げられることが嫌
だということを伝えた。しか
し，その後も続けて投げて
きたので，途中からは嫌が
る私の反応を楽しんでい
たのではないか。その後，
こぐことを中断して話をし
たが，カヌーに座った状態
だと向かい合って話すこと
ができないため，子どもは
私の話が頭に入ってきて
いなかったと思う。

自分ですることを選んだ
り，安心したり，一緒に楽
しんだりすることで，自分
を表現し，認められている
ことを感じられると思う。

子どもたちが遊びを通して
新聞紙を何かに見立てる
ことは，素材に触れて楽し
むことやイメージや感性を
豊かにすることにつながる
と思うので，保育者は子ど
もたちの今までの環境か
ら想像しやすいものに例
えて声掛けをして表現を
楽しむようにすることが必
要である。

先生からの助言によると，
その子が友達をすぐにた
たいてしまうのは家庭環境
も関わっていて，家庭で
欲求が満たされていない
ことも原因になっているの
ではないかと聞いた。友
達をたたいてしまうことは
良くないことだと伝えること
も大切だが，普段の生活
の中で，まず，その子の欲
求を満たすことができるよ
うに関わっていくことが大
切である。

直接，水に触れることで，
水への恐怖が増すため，
水が苦手な子どもは水遊
びをあまり好んでいなかっ
た。しかし，間接的に水に
触れることで，水への安心
感をもち，自ら進んで水遊
びに参加できるようにな
る。

どうしてそのような行為を
行ったのか話を聞き，子ど
もの考えを聞き，受け止め
た上で私はそれが嫌だと
いうことを目を見て話して
伝える。目を見て話すた
めに，カヌーを降りてから
話す場を設ける必要があ
る。

(保育士が）一人一人の状
況を考えて発言，行動す
ること。（子どもが）自分か
らしたいと思うことが言える
ように支援することが大
切。

子どもたちがイメージし，
表現しやすくするために
は，身近な物に例えること
が必要である。はじめから
大きな例えを（＝お風呂
やプール）出すのではな
く，徐々に言葉を掛けるこ
とで子どもたちも想像しや
すく，子どもたちなりの表
現をして楽しむことができ
る

友達をすぐにたたいてしま
うことは良くないことだが，
その子がなぜそのような行
為をしてしまうのか，一人
一人子どもの家庭環境な
ど背景をしっかり考えるこ
とが大切である。

子どもたちの恐怖心を知り
ながらも，無理やり克服さ
せるのではなく，色々な方
法で子どもたちにためすこ
とで，子どもたちの恐怖心
を少なくすることができるよ
うになる。色々なアプロー
チの仕方もたくさん持つこ
とが必要である。

なぜやめてほしいのか理
由も一緒に伝えたり，自分
がされたらどう思うか，子ど
もが考えられる問いかけを
すること。
また，大切な話は相手の
目を見て伝えないと伝わ
らないこと。

実習生

対象

領域

問題事象

実践的知識

行為過程に
おける省察

行為につい
ての省察
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友達をたたくことは良くないことだと伝え，友達の気持

ちを考えることができるように声を掛け」ている。次に，

「行為についての省察」では，指導の保育士から家庭環

境を考慮することを助言され，「友達をたたいてしまう

ことは良くないことだと伝えることも大切だが，普段の

生活の中で，まず，その子の欲求を満たすことができる

ように関わっていくことが大切である」ことに気付いて

いる。そして，「一人一人子どもの家庭環境など背景を

しっかり考えることが大切である」という実践的知識を

獲得している。実習生Ｄは「行為についての省察」の中

で，「どうしたら全員が水を怖がらずに楽しく遊びに参

加してくれる」かを考え，「水を直接触れるのではなく，

間接的に徐々にふれていったら怖がらずに水に触れるこ

とができるのではないか」と仮説を立て，「ビニール袋

に水を入れてくくった水のお手玉」を作ることで，子ど

もは水を怖がらずに水遊びに参加できている。そして，

「色々なアプローチの仕方もたくさん持つことが必要で

ある」という実践的知識を獲得している。実習生Ｅは「行

為についての省察」の中で，水草やゴミを自分に投げつ

ける子どもに対して，子どもと向かい合って話す必要性

に気付いている。そして，「大切な話は相手の目を見て

伝えないと伝わらないこと」を実践的知識として獲得し

ている。このようにワークショップに参加した５人の実

習生全員が，省察を通して実践的知識を獲得しているこ

とがうかがえた。

　したがって，開発したワークショップは，実習生一人

一人の省察の過程を整理し，実践的知識の獲得を支援す

ることができたと言える。

５．研 究 の ま と め

（１）「反省的実践家としての保育士」の専門的力量と

は「保育所実習において，方向目標となる資質・能

力・子ども像を育むために，省察を通して獲得した

実践的知識である」と規定した。

（２）岡山市内の保育士養成課程をもつＣ大学の授業で

行われたグループワークのまとめについて，「反省

的実践家としての保育士」の専門的力量の観点から

分析し，まとめの中に保育所実習を通して獲得した

実践的知識が顕在化していることを明らかにした。

（３）先行研究で得られた知見を援用し，実習生各個人

による省察を支援するワークショップを開発した。

Ｃ大学において３年次生５名を対象に試行し，開発

したワークショップは，実習生一人一人の省察の過

程を整理し，実践的知識の獲得を支援できることを

明らかにした。

　今後の課題としては，実際の授業の中に開発したグ

ループワークを取り入れて実践し，グループワークの効

果を検証していくことである。
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